
第２次加須市スポーツ・レクリエーション推進計画の進行管理

【令和４年度の実績と評価】

令和５年８月

生涯学習部スポーツ振興課

資料２



１　数値目標別評価結果 (計画の数値目標)件数
基本目標

達成度評価
事業数 １目標を達成 ２概ね達成 ３やや遅れている ４大幅に遅れている 合計

4 4 3 4 15

26.7 26.7 20.0 26.7 100.0

4 1 2 2 9

44.4 11.1 22.2 22.2 100.0

8 5 5 6 24

33.3 20.8 20.8 25.0 100.0

２　取組内容別評価結果 (取組内容)件数
取組内容

達成度評価
事業数 １目標を達成 ２概ね達成 ３やや遅れている ４大幅に遅れている 合計

5 9 3 3 20

25.0 45.0 15.0 15.0 100.0

2 0 2 2 6

33.3 0.0 33.3 33.3 100.0

1 8 0 2 11

9.1 72.7 0.0 18.2 100.0

5 12 0 2 19

26.3 63.2 0.0 10.5 100.0

2 1 0 0 3

66.7 33.3 0.0 0.0 100.0

1 0 0 2 3

33.3 0.0 0.0 66.7 100.0

2 1 1 0 4

50.0 25.0 25.0 0.0 100.0

1 2 1 1 5

20.0 40.0 20.0 20.0 100.0

19 33 7 12 71

26.8 46.5 9.9 16.9 100.1

※割合は小数点以下第２位を四捨五入しているため、合計しても１００％とはならない。

３　概　評
事業の改善点・今後の取り組み内容等
　新型コロナウイルス感染拡大防止策として、規模の縮小等により事業を実施したため、多くの事業で進
捗に影響を受けた。
　目標に対し、２年続けて遅れている事業については、取組内容を検証し今後の事業を進めていく。
　引き続き、第２次加須市スポーツ・レクリエーション推進計画に沿った事業の進捗状況を確認し、地域全
体でスポーツを通じた地域づくりを進める。

全　　　体 71
件数（件）

割合（％）

19

　　施策４　全国大会等の支援 3やや達成できなかった 5
件数（件）

割合（％）

　　施策３　自転車の推進 3やや達成できなかった 4
件数（件）

割合（％）

割合（％）

件数（件）

　　施策２　スポーツクライミングの推進 4達成できなかった 3
件数（件）

割合（％）

    施策１　女子野球の推進 1計画どおり達成できた 3
件数（件）

割合（％）

基本目標２
スポーツで元気な加須市～スポーツを核と した交流人口の
拡大～

　　施策４　スポーツに親しめる場の充実 1計画どおり達成できた

3やや達成できなかった 20
件数（件）

割合（％）

4達成できなかった 6
件数（件）

割合（％）

　　施策３　スポーツ人材の充実 2概ね達成できた 11
件数（件）

割合（％）

　　施策２　だれもが楽しめるスポーツの推進

２　スポーツで元気な加須市
    ～スポーツを核と した交流人口の拡大～

3やや達成できなかった 9
件数（件）

割合（％）

全　　　体 24
件数（件）

割合（％）

施　策 単　位

基本目標１
スポーツを楽しむ元気な市民～スポーツ参画人口の拡大～

    施策１　ライフステージに応じたスポーツの
推進

達　成　度　評　価

基本目標 単　位

１　スポーツを楽しむ元気な市民
    ～スポーツ参画人口の拡大～

3やや達成できなかった 15
件数（件）

割合（％）



１　基本目標の達成度評価について

評価

1 　計画どおり達成できた

2 　概ね達成できた

3 　やや達成できなかった

4 　達成できなかった

２　達成度評価について

評価

1 　目標を達成

2 　概ね達成

3 　やや遅れている

4 　大幅に遅れている

≪指標の設定がない場合の評価基準≫

評価

2 　概ね達成

3 　やや遅れている

4 　大幅に遅れている

※取組内容についても市の統一基準様式を使用したが、数値目標を定めていないものは、定員や予定数

※指標の設定がない場合の達成度評価においては、「２　概ね達成」以下の評価基準

※雨天中止等準備をしたがやむおえない事情で開催できなかったものについてはその状況により評価

にて評価、数値評価が難しいものは取組状況にて評価

何らかの課題があり、事務事業が滞ってしまっており、事業実施による効果が表れ
なかった。
「効果が表れなかった」とは。成果指標の実績値が目標値の５０％未満となったもの
をいう。

達成度評価基準

当該年度に実施すべき取り組みを円滑に行えた。

当該年度に実施すべき取り組みのうち、いくつか遅れが生じている。

何らかの課題があり、事務事業が滞ってしまっている。

達成度評価基準

達成度評価基準

当該年度に実施すべき取組みを予定通り、計画的に行い、事業実施による効果が
表れた。
「効果が表れた」とは、成果指標の実績値が目標値の１００％以上に達し、当該年
度の目標を達成したものをいう。

当該年度に実施すべき取組みを円滑に行い、事業実施による効果が概ね表れた。
「効果が概ね表れた」とは、成果指標の実績値が目標値の８０％以上に達したもの
をいう。

当該年度に実施すべき取組みを行ったものの、事業実施による効果が小さかった。
「効果が小さかった」とは、成果指標の実績値が目標値の８０％未満となったものを
いう。

達成度評価基準

大分類を構成する全ての事業（取組）において達成度評価が「目標を達成」又は「概
ね達成」であった。

事業の達成度評価が「目標を達成」又は「概ね達成」となった事業数の割合が８０％
以上であった。

事業の達成度評価が「目標を達成」又は「概ね達成」となった事業数の割合が８０％
未満であった。

事業の達成度評価が「目標を達成」又は「概ね達成」となった事業数の割合が５０％
未満であった。



基本目標1　スポーツを楽しむ元気な市民　～スポーツ参画人口の拡大～

施策１　ライフステージに応じたスポーツの推進

【数値目標】 【評価】は4段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）   

事務事業名

所　管　課

指標(単位) ( ％ )

年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度
令和7年度
（目標年）

目標  － ー ー ー 65.0

実績 対象外 対象外 対象外 対象外

指標(単位) ( ％  )

年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度
令和7年度
（目標年）

目標 11.4 11.8 12.2 12.6 13.0

実績 11.3 10.5

指標(単位) (団体／人 )

年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度
令和7年度
（目標年）

目標
270団体
5,300人

272団体
5,500人

275団体
5,600人

277団体
5,800人

280団体
6,000人

実績
263団体
4,940人

256団体
4,772人

指標(単位) (人)

年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度
令和7年度
（目標年）

目標 7,100 7,100 7,100 7,100 7,100

実績 中止 中止

・多くの市民の参加を促
進するとともに、スポー
ツの推進と地域交流や親
睦を図るため、種目や内
容も含め、体育祭の在り
方を検討していく。

スポーツ振興課 【評価に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・各地域スポーツ協会で開催の可否を協議した結果、新型コロ
ナウイルス感染拡大防止のため事業を中止した。

4 4

市民体育祭支援
事業 ４

・
大
幅
に
遅
れ
て
い
る

市民体育祭（地域体育祭）の参加者数

2 2

スポーツ普及推
進事業

２
・
概
ね
達
成

スポーツ振興課 【評価に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・新型コロナウイルス感染拡大防止のため、大会規模の縮小や
短時間での練習等、計画通りに事業を進めることができなかっ
たが、目標値の９割の実績となり概ね達成できた。

3 3

スポーツ普及推
進事業

２
・
概
ね
達
成

スポーツ・レクリエーション団体
の加盟団体数及び加盟人数

・多くの市民がスポーツ
に親しむことができるよ
う引き続き各団体の支援
及び加盟団体の充実を促
進し、市民のスポーツ活
動を推進する。

スポーツ少年団に入っている子どもの割合 ・引き続き、スポーツ少
年団への加入に向けた取
り組みを行う。

・第２次加須市スポー
ツ・レクリエーション推
進計画に基づき、スポー
ツ団体等への支援をはじ
め、スポーツにふれる機
会などをつくり、スポー
ツを普及推進する。

スポーツ振興課 【評価に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・新入児童や在校児童に各単位団で作成した募集チラシを全戸
配布したほか、HPにより単位団を紹介した。
・習い事の多様化や電子ゲーム等の普及によるスポーツ参加者
の減少や新型コロナウイルス感染症の影響によりスポーツ少年
団の加入率は減少傾向であるが、目標値の９割の実績となり概
ね達成できた。

成人者の週1回以上スポーツ（運動）をする人の割合

スポーツ振興課 【評価に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・令和元年度に調査した結果、成人者の週1回以上スポーツを
する人の割合は34.1％と低い状況であったため、引き続きス
ポーツ団体等への支援やスポーツにふれる機会の創出などを図
る。
・指標は市が５年ごとに実施するアンケート調査結果によるも
のであるため対象外とした。

1 1

スポーツ普及推
進事業

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等

第２次加須市スポーツ・レクリエーション推進計画　 進行管理調書（実施状況報告書）

No
No
１－１

評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析



事務事業名

所　管　課

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等

No
No
１－１

評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

指標(単位) ( 回／人 )

年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度
令和7年度
（目標年）

目標
18回

740人
18回

780人
18回

800人
18回

800人
18回

800人

実績
11回

210人
12回

289人

指標(単位) (人)

年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度
令和7年度
（目標年）

目標 1,300 1,330 1,350 1,380 1,400

実績 1,133 1,120

指標(単位) (回)

年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度
令和7年度
（目標年）

目標 58 59 60 60 60

実績 44 70

指標(単位) (回/人)

年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度
令和7年度
（目標年）

目標
14回

1,600人
14回

1,600人
14回

1,600人
14回

1,600人
14回

1,600人

実績
7回

1,033人
８回

913人

・より多くの市民が参加
できるよう様々な工夫を
凝らした大会の開催を検
討する。

スポーツ振興課 【評価に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・新型コロナウイルス感染症対策を講じたうえで大会を開催す
ることができたが、天候等によりいくつかの大会が中止となっ
たため、目標を下回った。
・各地域スポーツ協会において、個人でもできるウォーキング
事業（健康チャレンジ２０２２）を実施し多くの市民が参加し
た。

8 8

健康スポーツ推
進事業

３
・
や
や
遅
れ
て
い
る

ウォーキング大会（市、地域・地区ス
ポーツ協会）開催数及び参加人数

・グラウンド・ゴルフ協
会、スポーツ協会及びレ
クリエーション協会が主
催する大会を引き続き支
援し、誰でも参加できる
大会を開催する。

スポーツ振興課 【評価に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
　新型コロナウイルス感染症対策を講じたうえで大会を開催す
ることができた。なお、大会開催数は、グラウンド・ゴルフ協
会、スポーツ協会、レクリエーション協会主催のグラウンド・
ゴルフ大会の回数であり、老人クラブや自治会、有志等などで
もグラウンド・ゴルフ大会を開催している。

7 7

グラウンド・ゴ
ルフ推進事業

１
・
目
標
を
達
成

グラウンド・ゴルフの大会開催回数

・グラウンド・ゴルフ協
会、スポーツ協会及びレ
クリエーション協会が主
催する大会を引き続き支
援し、誰でも参加できる
大会を開催する。

スポーツ振興課 【評価に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・大会開催にあたり、実行委員会へ補助金を交付するなど支援
を図った。
・加須市スポーツ協会に加盟している人数は減少傾向にある
が、これらに属さず有志等の仲間で競技を行っている者も多
く、グラウンド・ゴルフの推進により健康と地域の交流を深め
ることができた。

6 6

グラウンド・ゴ
ルフ推進事業

２
・
概
ね
達
成

グラウンド・ゴルフ競技人口
（スポーツ協会加盟者数＋レクリエーション協会加盟者

数）

5 5

スポーツ教室等
開催事業 ４

・
大
幅
に
遅
れ
て
い
る

スポーツ教室開催回数及び参加人数 ・教室の種類、募集方
法、時期などを検討し、
引き続き、市民が参加し
やすい教室を開催するこ
とにより、市民のスポー
ツへの関心を高める。

スポーツ振興課 【評価に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・新型コロナウイルス感染拡大防止のため、ウオータースポー
ツ教室やスケートボード教室等を規模を縮小して開催したが、
小学生スキー教室や小学生水泳教室などを中止したことにより
目標値を下回った。



基本目標1　スポーツを楽しむ元気な市民　～スポーツ参画人口の拡大～

施策１　ライフステージに応じたスポーツの推進

【取組内容】 【評価】は4段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）   

事務事業名

所　管　課

指標(単位) ( 団体 )

年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度
令和7年度
（目標年）

目標 3 3 3 3 3

実績 3 3

指標(単位) (種類)

年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度
令和7年度
（目標年）

目標 4 4 4 4 4

実績 4 4

指標(単位)

年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度
令和7年度
（目標年）

目標 実施 実施 実施 実施 実施

実績 実施 実施

指標(単位) ( 回 )

年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度
令和7年度
（目標年）

目標 1 1 1 1 1

実績 中止 1

指標(単位)

年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度
令和7年度
（目標年）

目標 実施 実施 実施 実施 実施

実績 実施 実施

２
・
概
ね
達
成

・引き続き、各スポーツ団
体や自主団体が安心して活
動でできるよう、スポーツ
保険の案内を周知し加入促
進を図る。

スポーツ振興課

スポーツ安全保険の周知

【評価に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・加入促進ポスターの掲示やリーフレットを市内公共施設で配
布し加入促進を図った。なお、保険未加入によるトラブルは起
こっていない。

スポーツ普及推
進事業

4 4

スポーツ普及推
進事業

5 5

１
・
目
標
を
達
成

補助団体数 ・引き続き、各団体に事業
費の一部として補助し、活
動の支援を行う。

スポーツ少年団への加入促進支援 ・引き続き、スポーツ少年
団活動に参加するきっかけ
となるよう、スポーツ少年
団への加入促進を支援す
る。

スポーツ振興課 【評価に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・スポーツ・レクリエーションなどの振興に功績のあった方の
ほか、県大会や全国大会において優秀な成績を収めた選手たち
に賞状、記念品を授与した。

１
・
目
標
を
達
成

スポーツ表彰式開催回数

2 2

スポーツ普及推
進事業

１
・
目
標
を
達
成

会員・団員募集の情報発信種別数 ・引き続き、多様な方法に
よりスポーツ・レクリエー
ション団体への募集案内を
行うとともに新たな情報発
信方法の検討を進める。

スポーツ振興課 【評価に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・スポーツ協会、レクリエーション協会、スポーツ少年団に交
付し、加盟団体を含め事業費の一部を支援した。各団体は感染
症対策を講じたうえで可能な限り事業を進めることによって市
民の健康増進に寄与した。

1 1

スポーツ普及推
進事業

スポーツ振興課 【評価に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・スポーツ・レクリエーション団体への加入促進や活動内容の
紹介をするため、広報誌の全戸配布や市内小学校へのチラシの
設置、ポスター掲示など、多様な情報発信の支援を行った。

第２次加須市スポーツ・レクリエーション推進計画　 進行管理調書（実施状況報告書）

No No
１－１

評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等

２
・
概
ね
達
成

【評価に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・各単位団の活動内容や団員募集などのチラシ等を全戸配布や
HPにより情報発信し、団員募集の支援を行った。

3 3

・引き続き、各種スポーツ
で活躍した選手やスポーツ
などへの功績があった方の
功績を称える。

スポーツ普及推
進事業

スポーツ振興課



事務事業名

所　管　課
No No

１－１

評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等

指標(単位)

年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度
令和7年度
（目標年）

目標 実施 実施 実施 実施 実施

実績 実施 実施

指標(単位) (人)

年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度
令和7年度
（目標年）

目標 7,100 7,100 7,100 7,100 7,100

実績 中止 中止

指標(単位)

年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度
令和7年度
（目標年）

目標 実施 実施 実施 実施 実施

実績 実施 実施

指標(単位) ( 回／人 )

年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度
令和7年度
（目標年）

目標
8回

270人
8回

280人
8回

290人
8回

300人
8回

310人

実績
5回

59人
６回

164人

指標(単位) ( 回／人 )

年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度
令和7年度
（目標年）

目標
2回

80人
2回

90人
2回

100人
2回

110人
2回

120人

実績
1回

22人
２回

７８人

スポーツ振興課 【評価に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・新型コロナウイルス感染症対策や熱中症対策の周知徹底を
行った結果、スポーツ施設においてクラスターの発生や熱中症
による救急搬送者は発生しなかった。

環境の変化に対する注意喚起スポーツ普及推
進事業

２
・
概
ね
達
成

・新型コロナウイルスや熱
中症など、国や県などの動
向を注視し、引き続き注意
喚起等を行い、安全なス
ポーツを推進する。

スポーツ振興課

３
・
や
や
遅
れ
て
い
る

児童向けスポーツ教室の開催回数及び参加人数 ・児童のスポーツに親しむ
きっかけづくりとなる教室
を開催するとともに、参加
を促進するよう周知方法な
どを検討する。

スポーツ振興課 【評価に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・開催場所などを工夫し、新型コロナウイルス感染拡大防止策
を講じながら各教室（Jrクライミング教室、みんなでスポーツ
なんでもアリーナ、小学生硬式テニス教室（２回）、初心者ス
ケートボード教室、サイクリング教室）を行ったが、新型コロ
ナウイルス感染症拡大防止のため２事業（小学生スキー教室・
小学生水泳教室）を中止したため、目標値を下回った。

スポーツ振興課 【評価に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・各地域スポーツ協会で開催の可否を協議した結果、新型コロ
ナウイルス感染拡大防止のため事業を中止した。

7 7

市民体育祭支援
事業

市民体育祭（地域体育祭）の参加者数

6 6

【評価に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・スポーツ団体を連携し、開催に向けた検討、アンケートの分
析等を行い、令和６年度の開催に向けて、種目や時期等の検討
を行った。

２
・
概
ね
達
成

親子向けスポーツ教室開催回数及び参加人数 ・親子、高齢者などの多世
代が同じスポーツを体験
し、スポーツの楽しさを実
感できるスポーツ教室を開
催する。

【評価に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・開催時期などを工夫し、新型コロナウイルス感染拡大防止策
を講じながら予定していた各教室（Do You！スポーツミックス
（24人）、みんなでスポーツなんでもアリーナ（54人）を開
催することができた。

9

スポーツ教室等
開催事業

10 10

スポーツ教室等
開催事業

スポーツ振興課

9

8 8

市民体育祭支援
事業

２
・
概
ね
達
成

新たなスポーツイベントの検討・検証 ・引き続き、スポーツ団体
との連携により、新たなス
ポーツイベントの開催に向
けて検討を進めていく。

・多くの市民の参加を促進
するとともに、スポーツの
推進と地域交流や親睦を図
るため、コロナ禍に対応し
た地域体育祭を支援する。

４
・
大
幅
に
遅
れ
て
い
る



事務事業名

所　管　課
No No

１－１

評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等

指標(単位) ( 回／人 )

年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度
令和7年度
（目標年）

目標
4回

120人
4回

130人
4回

140人
4回

150人
4回

160人

実績
2回

37人
３回

111人

指標(単位) ( 回／人 )

年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度
令和7年度
（目標年）

目標
1回

120人
1回

120人
1回

120人
1回

120人
1回

120人

実績
1回

72人
１回
44人

指標(単位) ( 回／人 )

年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度
令和7年度
（目標年）

目標
1回

20人
1回

20人
1回

20人
1回

20人
1回

20人

実績
1回

19人
１回

１７人

指標(単位)

年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度
令和7年度
（目標年）

目標 実施 実施 実施 実施 実施

実績 実施 実施

指標(単位) (回／人)

年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度
令和7年度
（目標年）

目標
6回

1,600人
7回

1,200人
7回

1,300人
7回

1,300人
7回

1,300人

実績
6回

1,104人
7回

1,209人15 15

４
・
大
幅
に
遅
れ
て
い
る

ウォータースポーツ体験学習（教室）開催回数及び参加人数

14 14

２
・
概
ね
達
成

さわやかグラウンド・ゴルフ大会の開催支援

スポーツ振興課

13 13

魅力あるスポーツ教室開催回数及び参加人数

12 12

・渡良瀬遊水地の自然環境
を活かし、湖で親しむス
ポーツを体験できるよう
ウォータースポーツの体験
教室を継続して開催する。

スポーツ振興課 【評価に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・新型コロナウイルス感染症防止対策として、規模を縮小して
開催したため目標値を下回った。

・体力つくりやけが予防
等、魅力ある教室の開催を
検討する。

【評価に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・新型コロナウイルス感染症防止策として、規模を縮小して開
催（パドル体操教室（17人）した。

スポーツ教室等
開催事業

２
・
概
ね
達
成

グラウンド・ゴ
ルフ推進事業

グラウンド・ゴ
ルフ推進事業

【評価に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・新型コロナウイルス感染症防止対策として、県内のみの参加
者に限定し開催することとし、大会の支援を行った。

高齢介護課 【評価に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・新型コロナウイルス感染拡大防止策を講じながら、大会を開
催市、グラウンド・ゴルフの普及と高齢者の健康増進に寄与す
ることができた。

・引き続き、県内外から参
加者が来る大会を支援す
る。

１
・
目
標
を
達
成

老人クラブにおけるグラウンド・ゴルフ大会開催回数及び参加者数 ・引き続き、多くの方が体
験、参加でいる大会を開催
していく。

スポーツ振興課

スポーツ教室等
開催事業

スポーツ振興課

３
・
や
や
遅
れ
て
い
る

ニュースポーツ教室開催回数及び参加人数 ・引き続き、市民のニュー
スポーツへの関心を高める
とともに、継続してできる
ようなきっかけづくりとな
るニュースポーツ教室を開
催する。

【評価に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・計画していた4教室のうち、新型コロナウイルス感染拡大防止
策を講じたうえで３教室（Do You！スポーツミックス(24
人）、ニュースポーツ（ボッチャ・フロアカーリング）教室
（33人）、みんなでスポーツなんでもアリーナ（54人）を開
催できたが、１教室（スポーツ吹矢教室）を中止したため、目
標値を下回った。

11 11

スポーツ教室等
開催事業



事務事業名

所　管　課
No No

１－１

評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等

指標(単位) (回)

年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度
令和7年度
（目標年）

目標 58 59 60 60 60

実績 44 70

指標(単位) (回/人)

年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度
令和7年度
（目標年）

目標
14回

1,600人
14回

1,600人
14回

1,600人
14回

1,600人
14回

1,600人

実績
7回

1,033人
８回

913人

指標(単位) ( 回 )

年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度
令和7年度
（目標年）

目標 8 8 8 8 8

実績 2 3

指標(単位)

年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度
令和7年度
（目標年）

目標 実施 実施 実施 実施 実施

実績 実施 実施

指標(単位) ( 人)

年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度
令和7年度
（目標年）

目標 ５００人 ６００人 ８００人 ９００人 １０００人

実績 ４２７人 ４５４人

スポーツ振興課 【評価に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・新型コロナウイルス感染拡大防止策を講じながら大会の開催
（インディアカ大会、ミニテニス大会、ディスコン大会）した
が、複数の大会を中止したため目標値を下回った。

18 18

スポーツ普及推
進事業

３
・
や
や
遅
れ
て
い
る

ウォーキング大会（市、地域・地区ス
ポーツ協会）開催数及び参加人数

【評価に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・新型コロナウイルス感染症対策を講じたうえで大会を開催す
ることができたが、天候等によりいくつかの大会が中止となっ
たため目標値を下回った。
・各地域スポーツ協会において、個人でもできるウォーキング
事業（健康チャレンジ２０２２）を実施し多くの市民が参加し
た。

・より多くの市民が参加で
きるよう様々な工夫を凝ら
したウォーキング大会の開
催を検討する。

17 17

健康スポーツ推
進事業

学校教育課 【評価に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・各校がなわとびチャレンジ月間を設定し、実態や行事等に合
わせ実施することができた。チャレンジ月間中、各校で継続し
て練習に取り組むことができ、体力向上につなげることができ
た。

20 20

学習指導改善研
究事業

２
・
概
ね
達
成

なわとびチャレンジ参加人数 ・令和５年度もなわとび
チャレンジ月間の実施に向
けた準備を進める。
・現在は時間跳びのみだ
が、二重跳びを入れるな
ど、種目数についても検討
する。
・児童・生徒の体力向上に
つなげられるよう、なわと
びへの取組を年間計画の中
に位置づけ、計画的に取り
組めるよう働きかけてい
く。

16 16

グラウンド・ゴ
ルフ推進事業

スポーツ振興課
高齢介護課

【評価に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・新型コロナウイルス感染拡大防止策として、スポーツ大会な
どの多くの事業が規模を縮小したため、ラジオ体操の推進に取
り組む場が限られたが、スポーツ団体を通じて実施のお願いを
した。

19 19

健康スポーツ推
進事業

２
・
概
ね
達
成

ラジオ体操の普及啓発 ・市民の健康づくりを促進
するため、より多くの市民
iに実施していただけるよ
う取り組む。

・グラウンド・ゴルフ協
会、スポーツ協会及びレク
リエーション協会が主催す
る大会を引き続き支援し、
誰でも参加できる大会を開
催する。

・新型コロナウイルス感染
症の対策を講じたうえで
ニュースポーツ等のイベン
ト開催を支援する。
・団体主催の大会を支援す
るとともに、市民が参加し
やすく、スポーツ・レクリ
エーションを楽しむきっか
けづくりとなるニュース
ポーツ大会の開催を支援す
る。

４
・
大
幅
に
遅
れ
て
い
る

ニュースポーツ大会の開催数

１
・
目
標
を
達
成

グラウンド・ゴルフの大会開催回数

スポーツ振興課

スポーツ振興課 【評価に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・新型コロナウイルス感染症対策を講じたうえで大会を開催す
ることができた。なお、大会開催数は、グラウンド・ゴルフ協
会、スポーツ協会、レクリエーション協会主催のグラウンド・
ゴルフ大会の回数であり、老人クラブや自治会、有志等などで
もグラウンド・ゴルフ大会を開催している。



基本目標1　スポーツを楽しむ元気な市民　～スポーツ参画人口の拡大～

施策２　誰もが楽しめるスポーツの推進

【数値目標】 【評価】は4段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）   

事務事業名

所　管　課

指標(単位) (％)

年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度
令和7年度
（目標年）

目標  － ー ー ー 40.0%

実績 対象外 対象外 対象外 対象外

指標(単位) (回)

年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度
令和7年度
（目標年）

目標 2 2 2 2 2

実績 2 2

指標(単位) (人)

年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度
令和7年度
（目標年）

目標 300 300 300 300 300

実績 中止 中止

指標(単位) 　　(歳)

年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度
令和7年度
（目標年）

目標 10 10 10 10 10

実績 6.0 7.0

・参加者が記録する内容
に食事や生活習慣の目標
を明確にし、目標の達成
度を数値化することで、
より具体的な個別支援を
実施していく。
・修了者の７割以上が自
主グループへ移行できる
よう支援していく。いきいき健康長

寿課
【評価に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・体力測定の結果から筋力トレーニングと有酸素運動の個別運
動プログラムを作成し週１回教室、週４回自宅でトレーニング
を実施した。
・修了生が自主活動グループで活動継続できるよう後方支援を
実施した。
・参加者のうち、体力年齢が16歳若返った方もいたが、若返
りが見られなかった方もいたため、平均すると目標値に達しな
かった。

12 4

筋力アップト
レーニング事業

３
・
や
や
遅
れ
て
い
る

体力年齢若返り

第２次加須市スポーツ・レクリエーション推進計画　 進行管理調書（実施状況報告書）

10 2

スポーツ教室等
開催事業

１
・
目
標
を
達
成

パラスポーツ体験会・教室開催回数
・障害の有無にかかわら
ず参加可能な、スポーツ
教室を引き続き開催す
る。
・継続してできるような
きっかけづくりとなるス
ポーツ教室や体験会を引
き続き開催する。

スポーツ振興課 【評価に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
　パラスポーツを取り入れたスポーツ教室（ボッチャ教室）を
開催するとともに、ワークスみぎわでは軽スポーツ体験会をス
ポーツ推進委員の指導により行っており、新型コロナウイルス
感染症対策を徹底し実施した。

9 1

スポーツ教室等
開催事業

障がい者の週１回以上のスポーツ実施率
・障害の有無にかかわら
ず参加可能なスポーツ教
室を引き続き開催する。
・継続してできるような
きっかけづくりとなるス
ポーツ教室や体験会を引
き続き開催する。

スポーツ振興課 【評価に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・令和元年度に調査を実施した結果、障がい者の週1回以上の
スポーツ実施率は、32.1％と低い状況であった。障がい者の
スポーツ実施率の向上を図るため、パラスポーツを取り入れた
スポーツ体験会や教室を開始した。
・指標は市が５年ごとに実施するアンケート調査結果によるも
のであるため対象外とした。

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等

障がい者スポーツ交流大会の参加者数
・パラリンピック種目の
「ボッチャ」を採用。
・大会の運営への学生ボ
ランティアの協力による
官学連携を図る。

障がい者福祉課 【評価に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止した。

障害者スポーツ
交流事業

４
・
大
幅
に
遅
れ
て
い
る

No
No
１－2

評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

11 3



基本目標1　スポーツを楽しむ元気な市民　～スポーツ参画人口の拡大～

施策2　だれもが楽しめるスポーツの推進

【取組内容】 【評価】は4段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）   

事務事業名

所　管　課

指標(単位) (回)

年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度
令和7年度
（目標年）

目標 1 1 1 1 1

実績 1 1

指標(単位) （回）

年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度
令和7年度
（目標年）

目標 1 1 1 1 1

実績 1 1

指標(単位) （　回/人　）

年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度
令和7年度
（目標年）

目標
1回

３００人
1回

３００人
1回

３００人
1回

３００人
1回

３００人

実績 中止 中止

指標(単位) 　　(歳)

年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度
令和7年度
（目標年）

目標 10 10 10 10 10

実績 6.0 7.0

【評価に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・新型コロナウイルス感染拡大防止策を講じたうえで、計画して
いた教室（ボッチャ教室（33人））を開催することができた。

パラスポーツ教室開催回数

第２次加須市スポーツ・レクリエーション推進計画　 進行管理調書（実施状況報告書）

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

No No
１－２

評
価

・障害の有無にかかわらず
参加可能な、スポーツ教室
を引き続き開催する。
・継続してできるような
きっかけづくりとなるス
ポーツ教室を引き続き開催
する。

22 2

スポーツ教室等
開催事業

１
・
目
標
を
達
成

パラスポーツ体験会開催回数

21 1

スポーツ教室等
開催事業

１
・
目
標
を
達
成

スポーツ振興課

スポーツ振興課 【評価に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・新型コロナウイルス感染拡大防止策を講じたうえで、計画して
いた事業（ワークスみぎわスポーツ体験会）を開催することがで
きた。

４
・
大
幅
に
遅
れ
て
い
る

障がい者スポーツ交流大会開催回数及び参加人数 ・パラリンピック種目の
「ボッチャ」を採用。
・大会の運営への学生ボラ
ンティアの協力による官学
連携を図る。

障がい者福祉課 【評価に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止した。

・継続してできるような
きっかけづくりとなるス
ポーツ体験会を引き続き開
催する。

筋力アップト
レーニング事業

３
・
や
や
遅
れ
て
い
る

体力年齢若返り ・参加者が記録する内容に
食事や生活習慣の目標を明
確にし、目標の達成度を数
値化することで、より具体
的な個別支援を実施してい
く。
・修了者の７割以上が自主
グループへ移行できるよう
支援していく。

23 3

障害者スポーツ
交流事業

いきいき健康長
寿課

【評価に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・体力測定の結果から筋力トレーニングと有酸素運動の個別運動
プログラムを作成し週１回教室、週４回自宅でトレーニングを実
施した。
・修了生が自主活動グループで活動継続できるよう後方支援を実
施した。
・参加者のうち、体力年齢が16歳若返った方もいたが、若返りが
見られなかった方もいたため、平均すると目標値に達しなかっ
た。

24 4



事務事業名

所　管　課
分析を踏まえた改善点・

今後の取組内容等
【上段】成果・目標指標

【下段】評価の分析
No No

１－２

評
価

指標(単位) (人)

年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度
令和7年度
（目標年）

目標 11,000 11,000 11,000 11,000 11,000

実績 7,122 7,634

指標(単位) (人)

年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度
令和7年度
（目標年）

目標 5,350 5,450 5,550 5,650 5,750

実績 2,227 2,169

25 5

生活習慣病予防
事業

３
・
や
や
遅
れ
て
い
る

生活習慣病予防講座の延べ参加者数 ・今後も引き続き健診等の
保健事業の機会を積極的に
活用したり、講座等を行う
ことで、健康に関する正し
い知識の普及啓発や生活習
慣を見直すきっかけづくり
を行っていく。

いきいき健康長
寿課

【評価に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・介護予防事業の教室と一体化した生活習慣病予防講座を各地域
にて開催（医師出前講座、運動、栄養、歯の講座、病態別出前講
座等）した。
・健康手帳の交付（新40歳への郵送等）、かぞ健康マイレージの
実施、新規透析者の人数及び透析原因疾患の集計を実施した。
・新型コロナウイルス感染拡大防止のため、講座開催時の実施人
数を縮小したため目標値を下回った。

いきいき健康長
寿課

【評価に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・介護予防に関する普及啓発、わかめ俱楽部（介護予防教室）の
開催、介護予防サポーター養成講座、サポーター会議の開催をし
た。
・介護予防体操の普及のためのDVD配布、認知症講演会を実施し
た。
・内容が重複している教室の統合、開催回数の縮小化を図ったた
め、目標値を下回った。

26 6

元気はつらつ介
護予防事業

４
・
大
幅
に
遅
れ
て
い
る

介護予防普及啓発事業の延べ参加者数 ・健康運動指導士等の専門
職と連携し、運動器の機能
改善、向上、認知症予防に
効果的な内容を介護予防教
室で展開していく。
・リハビリの専門職と連携
し、介護予防サポーターの
養成及びスキルアップを行
う。



基本目標1　スポーツを楽しむ元気な市民　～スポーツ参画人口の拡大～

施策３　スポーツ人材の充実

【数値目標】 【評価】は4段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）   

事務事業名

所　管　課

指標(単位) （人）

年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度
令和7年度
（目標年）

目標 800 800 800 800 800

実績 中止 699

指標(単位) （回）

年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度
令和7年度
（目標年）

目標 1 1 2 2 2

実績 1 3

第２次加須市スポーツ・レクリエーション推進計画　 進行管理調書（実施状況報告書）

No
No
１－3

評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等

13 1

スポーツ支援人
材育成・活用事
業

２
・
概
ね
達
成

加須こいのぼりマラソン大会、加須ふじ
の里駅伝大会の市民ボランティアの人数

・引き続き、安心・安全
な大会運営とともに、ボ
ランティアの協力体制に
ついても検討する。

スポーツ振興課 【評価に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・新型コロナウイルス感染拡大防止策として、規模の縮小や参
加人数を制限して開催をしたため、目標値を下回った。

スポーツ振興課 【評価に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・新型コロナウイルス感染拡大防止策を講じながら、市スポー
ツ推進委員協議会主催の研修を実施した。
・スポーツ少年団では、スタートコーチ養成講習を開催し、3
８人が指導者としての資格を取得した。

14 2

スポーツ支援人
材育成・活用事
業

１
・
目
標
を
達
成

指導者講習会・研修会開催回数
・スポーツ向上のため、
引き続き指導者の育成を
支援できるよう周知及び
依頼を行う。



基本目標1　スポーツを楽しむ元気な市民　～スポーツ参画人口の拡大～

施策３　スポーツ人材の充実

【取組内容】 【評価】は4段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）   

事務事業名

所　管　課

指標(単位) （回/人）

年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度
令和7年度
（目標年）

目標
3回

100人
3回

110人
3回

120人
3回

130人
3回

140人

実績
2回

37人
３回

111人

指標(単位) ( 回 )

年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度
令和7年度
（目標年）

目標 7 7 7 7 7

実績 3 6

指標(単位) (回)

年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度
令和7年度
（目標年）

目標 29 29 29 29 29

実績 1 10

指標(単位)

年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度
令和7年度
（目標年）

目標 実施 実施 実施 実施 実施

実績 実施 実施

２
・
概
ね
達
成

加須市スポーツ推進委員活動への支援 ・スポーツ推進委員の資質
向上を図るため、各研修会
への参加支援、自主活動へ
の支援を行っていく。

スポーツ振興課 【評価に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・新型コロナウイルス感染症拡大防止策を講じながら、体験研修
会や本部活動などの支援した。

スポーツ支援人
材育成・活用事
業

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等

第２次加須市スポーツ・レクリエーション推進計画　 進行管理調書（実施状況報告書）

27 1

スポーツ支援人
材育成・活用事
業

２
・
概
ね
達
成

スポーツ推進委員によるスポーツ教室開催回数

No No
１－3

評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

・引き続き、市民のニュー
スポーツへの関心を高める
とともに、継続してできる
ようなきっかけづくりとな
るニュースポーツ教室を開
催する。

スポーツ振興課 【評価に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・計画していた4教室のうち、新型コロナウイルス感染拡大防止策
を講じたうえで3教室を開催（Do You！スポーツミックス（24
人）、ニュースポーツ（ボッチャ・フロアカーリング）教室（33
人）、みんなでスポーツなんでもアリーナ（54人）し目標を達成
することができた。

スポーツ振興課 【評価に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・新型コロナウイルス感染拡大防止のため、各地域体育祭が中止
となったほか、ほとんどの地区の体育祭も中止となった。
・体育祭以外のスポーツ活動は新型コロナウイルス感染拡大防止
策を講じながら開催したが目標値を下回った。（加須支部3回：加
須地域グラウンド・ゴルフ大会、加須地域フロアカーリング大
会、地区体育祭、
騎西支部２回：ふじの里ウォーク、ふじの里グラウンド・ゴルフ
大会、
北川辺支部2回：北川辺球技大会、渡良瀬遊水地まつり、大利根支
部３回：　菜の花ウォーク、童謡のふる里おおとねフロアカーリ
ング大会、安心・安全事業）

２
・
概
ね
達
成

市の事業やイベントへの参画回数 ・引き続き、市の事業やイ
ベントへ推進委員に積極的
に参画してもらうことによ
り事業の充実を図ってい
く。

スポーツ振興課 【評価に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・新型コロナウイルス感染症拡大防止策を講じたうえで各事業を
開催した｡
（Do You！スポーツミックス、ニュースポーツ教室、みんなでス
ポーツなんでもアリーナ、加須市健康づくりウォーク、加須こい
のぼりマラソン大会、加須ふじの里駅伝大会）
・みんなでスポーツなんでもアリーナや健康づくりウォークや
は、企画立案から当日の運営までを行った。

４
・
大
幅
に
遅
れ
て
い
る

地域活動への協力回数 ・各地域・地区のイベント
に協力し、指導や助言を
行っていき、スポーツ活動
の普及に努める。

28 2

スポーツ支援人
材育成・活用事
業

30 4

29 3

スポーツ支援人
材育成・活用事
業



事務事業名

所　管　課
分析を踏まえた改善点・

今後の取組内容等No No
１－3

評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

指標(単位)

年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度
令和7年度
（目標年）

目標 実施 実施 実施 実施 実施

実績 中止 実施

指標(単位)

年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度
令和7年度
（目標年）

目標 実施 実施 実施 実施 実施

実績 実施 実施

指標(単位)

年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度
令和7年度
（目標年）

目標 実施 実施 実施 実施 実施

実績 実施 実施

指標(単位) (人)

年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度
令和7年度
（目標年）

目標 20 20 20 20 20

実績 3 0

指標(単位)

年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度
令和7年度
（目標年）

目標 実施 実施 実施 実施 実施

実績 中止 実施35 9

スポーツ支援人
材育成・活用事
業

２
・
概
ね
達
成

スポーツドクター等の活用 ・スポーツドクターの活用
促進を図る。・スポーツド
クターを備えることでス
ポーツイベント参加者が安
心して参加できるととも
に、緊急時に円滑な対応を
可能にする。

スポーツ振興課 【評価に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・加須医師会の協力を得て、加須こいのぼりマラソン大会におい
て、スポーツドクターにランナーの救護協力を得て実施した。

スポーツ振興課 【評価に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・指導者を育成するための事業として、加須市スポーツ協会の補
助制度を利用して指導者資格の新規取得に要する経費の一部を補
助する事業を実施した

34 8

スポーツ支援人
材育成・活用事
業

４
・
大
幅
に
遅
れ
て
い
る

指導者育成研修受講者数 ・スポーツ向上のため、引
き続き指導者の育成を支援
できるよう周知及び依頼を
行う。

スポーツ振興課 【評価に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・指導者資格の新規取得に要する経費の一部を補助する事業とし
て、各団体へ周知したが今年度の受講者はいなかった。

スポーツ振興課 【評価に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・地元大学生の協力を得て女子硬式野球大会や加須こいのぼりマ
ラソン大会を開催した。

32 6

スポーツ支援人
材育成・活用事
業

２
・
概
ね
達
成

スポーツイベントにおける高校・大学との連携 ・事業開催の際は地元大学
生等との協力により、市事
業やスポーツイベントを開
催し、学生の知識や人材を
事業に生かす。

31 5

スポーツ支援人
材育成・活用事
業

２
・
概
ね
達
成

加須こいのぼりマラソン大会、加須ふじ
の里駅伝大会の市民ボランティア募集

・引き続き安心・安全な大
会運営とともに、ボラン
ティアの協力体制について
も検討する。

33 7

スポーツ支援人
材育成・活用事
業

２
・
概
ね
達
成

指導者育成に関する事業実施 ・スポーツ向上のため、引
き続き指導者の育成を支援
できるよう周知及び依頼を
行う。

スポーツ振興課 【【評価に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】評
価の理由】
・新型コロナウイルス感染拡大防止策を講じながら、各大会を開
催した。



事務事業名

所　管　課
分析を踏まえた改善点・

今後の取組内容等No No
１－3

評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

指標(単位)

年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度
令和7年度
（目標年）

目標 実施 実施 実施 実施 実施

実績 実施 実施

指標(単位) ( 回 )

年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度
令和7年度
（目標年）

目標 ５００回 ５００回 ５００回 ５００回 ５００回

実績 ４４６回 1,287回

学校教育課 【評価に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
　各学校における外部指導者活用状況に違いがあるため、協力回
数は様々であったが、学校応援団の方から部活動への協力をいた
だくことができており、生徒の技能向上や活動の活性化を図るこ
とができた。

37 11

学校いきいきス
テーション事業

１
・
目
標
を
達
成

学校応援団の部活動への協力回数 ・外部指導者の存在は、各
校における部活動の指導体
制には有用性があるため、
引き続き、地域人材の活用
を各校に呼びかけていく。
・学校が示している部活動
ガイドラインの趣旨やねら
いに沿って、学校教育課と
してのサポートを行ってい
く。

スポーツ振興課 【評価に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・新型コロナウイルス感染症防止対策を講じたうえで、市民と一
流アスリートが接する機会を創出した。
・埼玉西武ライオンズ・レディースが実施する野球教室の開催を
支援し、子どもたちのスキルアップを図ることができた。

36 10

スポーツ支援人
材育成・活用事
業

２
・
概
ね
達
成

一流アスリートとの交流イベントの実施 ・スポーツへの興味や関心
を高めるとともにスキル
アップを図るため、引き続
き一流アスリートと接する
機会の創出を図る。



基本目標1　スポーツを楽しむ元気な市民　～スポーツ参画人口の拡大～

施策４　スポーツに親しめる場の充実

【数値目標】 【評価】は4段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）   

事務事業名

所　管　課

指標(単位) ( ｸﾗﾌﾞ／人 )

年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度
令和7年度
（目標年）

目標
2クラブ
700人

3クラブ
900人

3クラブ
900人

3クラブ
900人

3クラブ
900人

実績
1クラブ
350人

1クラブ
350人

指標(単位) ( 人 )

年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度
令和7年度
（目標年）

目標 660,000 665,000 670,000 675,000 680,000

実績 386,268 450,595

指標(単位) ( 団体／人 )

年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度
令和7年度
（目標年）

目標 210団体
170,000人

220団体
180,000人

230団体
190,000人

240団体
200,000人

250団体
210,000人

実績 189団体
126,087人

344団体
193,685人17 3

学校体育施設開
放管理運営事業

１
・
目
標
を
達
成

2

スポーツ施設管
理運営事業

３
・
や
や
遅
れ
て
い
る

16

スポーツ振興課

体育館・運動公園施設の年間利用者数
・安全で快適にスポーツ
できる施設の提供できる
よう必要な修繕を行うと
ともに、老朽化している
施設備品が多いため、交
換や修繕などにより安心
して利用できるよう努め
る。

・平成国際大学を利用し
たスポーツクラブ設立に
向け、平成国際大学教授
や関係団体などと検討を
重ね、総合型地域スポー
ツクラブの設立準備委員
会の設置を促進する。

【評価に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・新型コロナウイルス感染防止対策として、大会の中止や規模
の縮小により、利用者数が目標値を下回った。

学校開放体育施設の利用団体登録数
及び利用者数

・利用団体への新型コロ
ナウイルス対策を徹底す
るとともに、老朽化した
備品等についても安全に
利用できるよう順次修繕
や更新を行う。

スポーツ振興課 【評価に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・新型コロナウイルスの影響を受け、埼玉KAZOスポーツクラ
ブ（旧FC KAZO）が活動の自粛などにより会員数が減少して
いることや、平成国際大学が新たなクラブの設立に向けて進め
ているが、コロナ禍により設立に向けた取り組みが遅れている
ため目標を下回った。

スポーツ振興課

【評価に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・新型コロナウイルス感染拡大防止策を講じながら、校庭、体
育館の貸出を行うことができた。

15 1

総合型地域ス
ポーツクラブ育
成事業

４
・
大
幅
に
遅
れ
て
い
る

総合型地域スポーツクラブの設置数
・会員数
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No
No
１－4

評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等



基本目標1　スポーツを楽しむ元気な市民　～スポーツ参画人口の拡大～

施策４　スポーツに親しめる場の充実

【取組内容】 【評価】は4段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）   

事務事業名

所　管　課

指標(単位)

年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度
令和7年度
（目標年）

目標 実施 実施 実施 実施 実施

実績 実施 実施

指標(単位)

年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度
令和7年度
（目標年）

目標 実施 実施 実施 実施 実施

実績 実施 実施

指標(単位) ( 回 )

年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度
令和7年度
（目標年）

目標 1 2 2 2 2

実績 0 0

指標(単位) ( ％ )

年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度
令和7年度
（目標年）

目標 60 65 70 75 75

実績 64 68

１
・
目
標
を
達
成

年度計画に対する整備率 ・利用者が安心して安全
に利用できるように常に
点検等を行い、必要な修
繕等を行う。

スポーツ振興課 【評価に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・改修・修繕計画を検討したうえで、安全管理上必要なものから
適時実施し、施設の整備・充実を図った。

41 4

スポーツ施設整
備事業

４
・
大
幅
に
遅
れ
て
い
る

総合型地域スポーツクラブの説明会+研修会の実施回数 ・総合型地域スポーツク
ラブに関心のある団体な
どがあった場合には、関
係団体と調整し設立に向
け進める。

スポーツ振興課 【評価に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・平成国際大学に対し総合型地域スポーツクラブ設立に向けた情
報交換等をしている。平成国際大学以外ではスポーツクラブ設立
に向けた動きはないため目標値を下回った。

40 3

総合型地域ス
ポーツクラブ育
成事業

２
・
概
ね
達
成

クラブマネージャーに関する相談受付 ・引き続き、健全なクラ
ブ運営ができるよう相談
を受け付けていく。

スポーツ振興課 【評価に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・埼玉県や埼玉県スポーツ協会と連携し相談を受け付けるが、ク
ラブマネージャーに関する相談は無かった。

39 2

総合型地域ス
ポーツクラブ育
成事業
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・引き続き、クラブ運営
に有益な情報を提供する
などの支援を行う。

スポーツ振興課 【評価に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・国や県から提供される情報を既存クラブに提供し、クラブ運営
の支援を行った。

38 1

総合型地域ス
ポーツクラブ育
成事業

２
・
概
ね
達
成

総合型地域スポーツクラブへの情報提供

No No
１－4

評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等



事務事業名

所　管　課
No No

１－4

評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等

指標(単位) （館）

年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度
令和7年度
（目標年）

目標 5 5 5 5 5

実績 4 4

指標(単位)

年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度
令和7年度
（目標年）

目標 実施 実施 実施 実施 実施

実績 未実施 実施

指標(単位)

年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度
令和7年度
（目標年）

目標 実施 実施 実施 実施 実施

実績 実施 実施

指標(単位) ( 件 )

年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度
令和7年度
（目標年）

目標 0 0 0 0 0

実績 0 0

指標(単位)

年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度
令和7年度
（目標年）

目標 実施 実施 実施 実施 実施

実績 実施 実施

２
・
概
ね
達
成

競技用備品の交換・修繕 ・老朽化している施設備
品が多いため、交換や修
繕などにより安心して利
用できるよう努める。

スポーツ振興課 【評価に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・安心して利用できるよう不具合が確認された競技用備品を交換
した。

46 9

スポーツ施設管
理運営事業

１
・
目
標
を
達
成

市施設不具合による事故発生件数
・利用者が安心して安全に施
設を利用できるように、日々
の安全点検を引き続き実施す
るとともに故障箇所の早期修
繕に努める。

スポーツ振興課 【評価に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・日々の点検により利用者が安心して安全に施設を利用できた。

45 8

スポーツ施設管
理運営事業

２
・
概
ね
達
成

公共体育施設利用団体日程調整会議の実施
・スポーツ団体が各団体
の年間計画に基づき活動
できるよう、体育館・屋
外スポーツ施設で行う大
会等の利用調整を実施

スポーツ振興課 【評価に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・体育館・屋外スポーツ施設の大会等の利用調整が行われ、ス
ポーツ団体の各事業の日程が調整できた。

44 7

スポーツ施設管
理運営事業

２
・
概
ね
達
成

インターネットによる予約受付 ・引き続き、利用者への
案内等、システム運用を
行っていく。

スポーツ振興課 【評価に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・「公共施設予約管理システム」を導入し、インターネットを利
用した予約受付を行うことができた。

43 6

スポーツ施設管
理運営事業

２
・
概
ね
達
成

バリアフリー化した市立体育館の施設数 ・施設の改修にあわせて
バリアフリー化をさらに
進める。

スポーツ振興課 【評価に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・障がい者用トイレ、スロープ、館内段差、駐車スペースなどの
バリアフリー化は、北川辺体育館以外の４体育館は対応済み。加
須、南篠崎、騎西、大利根文化体育館はバリアフリー化が完了し
ているが、北川辺体育館の障がい者用トイレが整備されていな
い。

42 5

スポーツ施設整
備事業



事務事業名

所　管　課
No No

１－4

評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等

指標(単位)

年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度
令和7年度
（目標年）

目標 実施 実施 実施 実施 実施

実績 実施 実施

指標(単位) ( 団体／人 )

年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度
令和7年度
（目標年）

目標 210 220 230 240 250

実績 189 344

指標(単位) （件）

年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度
令和7年度
（目標年）

目標 0 0 0 0 0

実績 0 0

指標(単位) ( 団体 )

年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度
令和7年度
（目標年）

目標 250 260 270 280 290

実績 208 232

指標(単位)

年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度
令和7年度
（目標年）

目標 実施 実施 実施 実施 実施

実績 実施 実施

スポーツ振興課 【評価に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・加須市陸上連盟が不動岡高校グラウンド、はなさき水上公園を
利用して陸上教室の実施や平成国際大学グラウンドを利用して記
録会を行った。
・全国女子硬式選抜大会の会場の１つとして平成国際国際大学野
球場を利用した。

51 14

民間・県施設活
用事業

２
・
概
ね
達
成

高校・大学・民間施設の利用案内 ・引き続き、スポーツ団
体による民間施設などを
利用したスポーツの普及
を促進する。

２
・
概
ね
達
成

彩の国ＫＡＺＯヴィレッジの年間利用市内団体数 ・市民利用を促進するた
め、引き続き埼玉県サッ
カー協会と連携し利用を
促進する。

スポーツ振興課 【評価に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・新型コロナウイルス感染拡大防止策により、貸出施設の制限が
あったが、市内団体の利用が増加したため概ね目標を達成した。

50 13

民間・県施設活
用事業

１
・
目
標
を
達
成

学校開放体育施設利用者の不具合による事故発生件数 ・利用者が安心して安全
に施設を利用できるよう
に不具合箇所を発見して
修繕等に努める。

スポーツ振興課 【評価に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・必要な修繕を行ったことにより利用者が安全に利用でき、事故
の発生がなかった。

49 12

学校体育施設開
放管理運営事業

１
・
目
標
を
達
成

学校開放体育施設の利用団体登録数
・利用が促進されるよう引き
続き広報紙やホームページで
周知する。

スポーツ振興課 【評価に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・学校開放施設の利用を促進するため周知を行ったことにより、
目標を上回る団体からの利用登録があった。

48 11

学校体育施設開
放管理運営事業

２
・
概
ね
達
成

学校開放施設の利用調整会議実施 ・利用調整会議の開催に
より円滑な利用に努め
る。

スポーツ振興課 【評価に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・加須地域の学校開放施設について、希望団体が多いため小中学
校ごとの日程調整会議を開催し円滑に利用することができた。

47 10

学校体育施設開
放管理運営事業



事務事業名

所　管　課
No No

１－4

評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等

指標(単位)

年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度
令和7年度
（目標年）

目標 実施 実施 実施 実施 実施

実績 実施 実施

指標(単位)

年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度
令和7年度
（目標年）

目標 実施 実施 実施 実施 実施

実績 実施 実施

指標(単位) （　回/人　）

年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度
令和7年度
（目標年）

目標
1回

３００人
1回

３００人
1回

３００人
1回

３００人
1回

３００人

実績 中止 中止

指標(単位) ( 件 )

年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度
令和7年度
（目標年）

目標 0 0 0 0 0

実績 0 0

１
・
目
標
を
達
成

市施設不具合による事故発生件数

２
・
概
ね
達
成

小中学校施設について、施設の保守点検や委託による維持管理を
行うとともに、優先的な改修・修繕を行った。
・プール機械設備修繕（三俣小、礼羽小、大桑小、水深小、加須
南小、種足小、北川辺東小、元和小）
・三俣小屋内運動場外壁クラック修繕
・原道小ブランコ修繕
・花崎北小バックネット金網修繕
・原道小体育案アルミ建具修繕
・花崎北小屋内運動場男子トイレ小便器ＦＶ修繕
・防球ネット修繕（志多見小、加須南小）
・加須小屋外バスケットボード交換修繕
・加須東中屋内運動場消火ポンプ呼水槽交換
・騎西中屋外バスケットゴール修繕
・加須西中防球ネット破損部修繕
・加須東中体育館窓ガラス破損修繕
・テニスコート整地ライン修繕（昭和中、加須西中）
・騎西中バレーボールポール床金具交換修繕
・平成中屋内運動場放送設備修繕

【評価に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
　限られた予算内で最大限の効果が見込める工法等を検討し、施設の維持
管理に努めた。

55 18

スポーツ施設安
全点検事業

56 19

小学校管理運営
事業
中学校管理運営
事業

54 17

障害者スポーツ
交流事業

53 16

２
・
概
ね
達
成

加須はなさき公園多目的グラウンド利用団体支援 ・引き続き、加須はなさ
き公園多目的グラウンド
使用料補助金を交付し利
用促進する。

・引き続き、小中学校施設が
安全に利用できるように、適
正な維持管理に努める

教育総務課

２
・
概
ね
達
成

市民への情報提供
・ホームページ等で市民に情
報提供し、公共施設の相互利
用による体育施設の有効活用
を図っていく。

政策調整課 【評価に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・近隣自治体との公共施設相互利用について、ホームページ等で情報提供
し、体育施設の有効活用が図られた。

４
・
大
幅
に
遅
れ
て
い
る

・パラリンピック種目の
「ボッチャ」を採用。
・大会の運営への学生ボラン
ティアの協力による官学連携
を図る。

障がい者福祉課 【評価に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止した。

障がい者スポーツ交流大会開催回数及び参加人
数

・利用者が安心して安全に施
設を利用できるように、日々
の安全点検を実施する。

スポーツ振興課 【評価に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
　日々の点検により利用者が安心して安全に施設を利用できた。

広域行政推進事
業

スポーツ振興課 【評価に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・新型コロナウイルス感染拡大防止策を講じたうえで開催した大
会を支援し、スポーツ団体の活動とともに県営施設の利用促進を
図ることができた。

52 15

民間・県施設活
用事業



基本目標２　スポーツで元気な加須市　～スポーツを核とした交流人口の拡大～

施策１　女子野球の推進

【数値目標】 【評価】は4段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）   

事務事業名

所　管　課

指標(単位) ( 人 )

年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度
令和7年度
（目標年）

目標 12,800 13,800 14,800 14,800 14,800

実績 5,009 15,830

指標(単位) （回）

年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度
令和7年度
（目標年）

目標 1 2 2 2 2

実績 1 2

19 2

女子硬式野球振
興事業

１
・
目
標
を
達
成

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等

女子野球イベント（教室など）の開催回数 ・引き続き、関係団体と
連携し、女子野球イベン
トを開催することによっ
て、女子野球の推進と地
域活性化を図っていく。

スポーツ振興課 【評価に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・全日本女子野球連盟や埼玉西武ライオンズ・レディースと連
携し、女子野球イベントを開催することにより、女子野球の推
進を図ることができた。

18 1

女子硬式野球振
興事業

１
・
目
標
を
達
成

女子硬式野球観客数（選抜大会）

No
No
２－１

評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

・引き続き、女子硬式野
球大会を関係団体と協力
し、大会を開催すること
によって地域の活性化を
図っていく。また、大会
誘致に向けた取り組みを
進める。

スポーツ振興課 【評価に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・全国高等学校女子硬式野球選抜大会は、毎年参加校が増加
し、令和４年度は全国から４５チームが参加し、決勝は、東京
ドームで開催された。

第２次加須市スポーツ・レクリエーション推進計画　 進行管理調書（実施状況報告書）



基本目標２　スポーツで元気な加須市　～スポーツを核とした交流人口の拡大～

施策１　女子野球の推進

【取組内容】　 【評価】は4段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）   

事務事業名

所　管　課

指標(単位) ( 人 )

年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度
令和7年度
（目標年）

目標 12,800 13,800 14,800 14,800 14,800

実績 5,009 15,830

指標(単位) ( 回 )

年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度
令和7年度
（目標年）

目標 1 1 1 1 1

実績 1 1

指標(単位)

年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度
令和7年度
（目標年）

目標 実施 実施 実施 実施 実施

実績 実施 実施

58 2

１
・
目
標
を
達
成

全国高等学校女子硬式野球選抜大会観客数
・引き続き、女子硬式野
球大会を関係団体と協力
し、大会を開催すること
によって地域の活性化を
図っていく。また、大会
誘致に向けた取り組みを
進める。

スポーツ振興課 【評価に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・全国国高等学校女子硬式野球選抜大会は、毎年参加校が増加
し、令和４年度は全国から４５チームが参加し、決勝は、東京
ドームで開催された。

女子硬式野球振
興事業

スポーツ振興課 【評価に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・埼玉西武ライオンズ・レディースと連携し、小中学生を対象と
した野球教室を行った。

女子硬式野球振
興事業

１
・
目
標
を
達
成

スポーツ振興課 【評価に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・全日本女子野球連盟や埼玉西武ライオンズ・レディースと連携
し、女子野球イベントを開催することにより、女子野球の推進を
図ることができた。

女子野球フェスタ開催回数
・引き続き、関係団体と
連携し、女子野球イベン
トを開催することによっ
て、女子野球の推進と地
域活性化を図っていく。

59 3

２
・
概
ね
達
成

女子硬式野球振
興事業 埼玉西武ライオンズ・レディースとの連携

第２次加須市スポーツ・レクリエーション推進計画　 進行管理調書（実施状況報告書）

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等

No No
２－１

評
価

・引き続き、埼玉西武ラ
イオンズ・レディースと
連携し、女子野球と地域
スポーツの振興、人材の
育成や地域活性化を図
る。

57 1

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析



基本目標２　スポーツで元気な加須市　～スポーツを核とした交流人口の拡大～

施策２　スポーツクライミングの推進

【数値目標】 【評価】は4段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）   

事務事業名

所　管　課

指標(単位) ( 人 )

年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度
令和7年度
（目標年）

目標 11,000 11,500 12,000 12,500 13,000

実績 6,124 7,711

指標(単位) （回）

年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度
令和7年度
（目標年）

目標 2 2 2 2 2

実績 2 3

指標(単位) （人）

年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度
令和7年度
（目標年）

目標 1,300 1,350 1,400 1,450 1,500

実績 0 0

クライミング大会観客数 ・引き続き、当該大会を
開催し、「クライミング
のまち加須」のPR及びク
ライミング競技の普及推
進を図る。

スポーツ振興課 【評価に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・新型コロナウイルス感染症対策として無観客開催としたた
め。

22 3

クライミング普
及事業

４
・
大
幅
に
遅
れ
て
い
る

クライミング大会開催数 ・引き続き、当該大会を
開催し、「クライミング
のまち加須」のPR及びク
ライミング競技の普及推
進を図る。

スポーツ振興課 【評価に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・新型コロナウイルス感染拡大防止策を講じながら、大会
（リードKAZOクライミングカップ2022（74人）、コバト
ンリードクライミングカップ（36人）、全国高等学校選抜ク
ライミング選手権大会（182人）を開催することができた。

21 2

クライミング普
及事業

１
・
目
標
を
達
成

20 1

クライミング普
及事業

３
・
や
や
遅
れ
て
い
る

クライミングウォール利用者数
（加須市民体育館、南篠崎体育館）

No
No
２－2

評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

・より多くの人がクライ
ミングに触れることがで
きるよう、引き続き加須
市山岳連盟等と協力して
事業を行う。

スポーツ振興課 【評価に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・新型コロナウイルス感染拡大防止のため、規模を縮小して大
会や教室、認定会を開催したため、目標値を下回った。

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等

第２次加須市スポーツ・レクリエーション推進計画　 進行管理調書（実施状況報告書）



基本目標２　スポーツで元気な加須市　～スポーツを核とした交流人口の拡大～

施策２　スポーツクライミングの推進

【取組内容】　 【評価】は4段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）   

事務事業名

所　管　課

指標(単位) (人)

年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度
令和7年度
（目標年）

目標 490 510 530 550 570

実績 483 539

指標(単位) ( 人 )

年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度
令和7年度
（目標年）

目標 430 450 470 480 500

実績 0 0

指標(単位) ( 人 )

年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度
令和7年度
（目標年）

目標 870 900 930 970 1,000

実績 0 0

４
・
大
幅
に
遅
れ
て
い
る

全国高等学校選抜クライミング選手権大会観客数
・引き続き、当該大会を
開催し、「クライミング
のまち加須」のPR及びク
ライミング競技の普及推
進を図る。

スポーツ振興課 【評価に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・新型コロナウイルス感染症対策として無観客開催としたため。

62 3

クライミング普
及事業

４
・
大
幅
に
遅
れ
て
い
る

スポーツクライミングＫＡＺＯカップ観客数
・引き続き、当該大会を
開催し、「クライミング
のまち加須」のPR及びク
ライミング競技の普及推
進を図る。

スポーツ振興課 【評価に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・新型コロナウイルス感染症対策として無観客開催としたため。

61 2

クライミング普
及事業

・スポーツクライミング
への関心が高まっている
ため、新型コロナウイル
ス感染症対策を徹底した
うえでより多くの人がク
ライミングに触れること
ができるよう、引き続き
加須市山岳連盟等と協働
して事業を行う。スポーツ振興課 【評価に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】

 ・新型コロナウイルス感染拡大防止策を講じながら教室を開催
し、多くの参加者が参加し、目標を達成することができた。

60 1

クライミング普
及事業

１
・
目
標
を
達
成

クライミングウォール利用認定者数

No No
２－2

評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等

第２次加須市スポーツ・レクリエーション推進計画　 進行管理調書（実施状況報告書）



　

基本目標２　スポーツで元気な加須市　～スポーツを核とした交流人口の拡大～

施策３　自転車の推進

【数値目標】 【評価】は4段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）   

事務事業名

所　管　課

指標(単位) ( 人 )

年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度
令和7年度
（目標年）

目標 1,030 1,060 1,090 1,120 1,150

実績 926 913

観光振興課 【評価に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・新型コロナウイルス感染拡大防止策を講じながら、市内外に
向けた自転車イベントを加須市物産観光協会とともに開催する
ことでサイクリングの適地としてのPRをするとともに、観光レ
ンタサイクルの利用周知を促進し、概ね目標を達成できた。

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等

観光サイクリン
グ推進事業

２
・
概
ね
達
成

レンタサイクル利用者数

評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

第２次加須市スポーツ・レクリエーション推進計画　 進行管理調書（実施状況報告書）

・かぞ観光サイクリング
ブランド「KAZOLING」
を推進し、サイクリング
イベント実施や観光レン
タサイクルの拡充を図
る。また、民間事業者の
実施するツアー等と連携
することにより、市内へ
の集客を図る。

23 1

No
No
２－3



基本目標２　スポーツで元気な加須市　～スポーツを核とした交流人口の拡大～

施策３　自転車の推進

【取組内容】　【評価】は4段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）   

事務事業名

所　管　課

指標(単位) ( 回)

年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度
令和7年度
（目標年）

目標 1 1 1 1 1

実績 1 1

指標(単位) ( 人 )

年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度
令和7年度
（目標年）

目標 580 590 590 600 600

実績 615 406

指標(単位) (人)

年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度
令和7年度
（目標年）

目標 1,030 1,030 1,060 1,120 1,150

実績 926 913

指標(単位) (人)

年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度
令和7年度
（目標年）

目標 300 350 400 450 500

実績 432 361

63 1

自転車普及推進
事業

１
・
目
標
を
達
成

サイクリング教室開催回数

No No
２－１

評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等

3

観光サイクリン
グ推進事業

・教室のさらなる周知を図
り、より多くの市民に参加
いただけるよう努める。

スポーツ振興課 【評価に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・渡良瀬遊水地まつり会場内で、VRサイクリング教室（48人）
を開催した。

自転車普及推進
事業

２
・
概
ね
達
成

レンタサイクル利用者数
・かぞ観光サイクリングブ
ランド「KAZOLING」を
推進し、サイクリングイベ
ント実施や観光レンタサイ
クルの拡充を図る。また、
民間事業者の実施するツ
アー等と連携することによ
り、市内への集客を図る。

観光振興課 【評価に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・新型コロナウイルス感染拡大防止策を講じながら、市内外に向
けた自転車イベントを加須市物産観光協会とともに開催すること
でサイクリングの適地としてのPRをするとともに、観光レンタ
サイクルの利用周知を促進し、概ね目標を達成できた。
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１
・
目
標
を
達
成

サイクリングイベント参加者数
・かぞ観光サイクリングブ
ランド「KAZOLING」を
推進し、サイクリングイベ
ント実施や観光レンタサイ
クルの拡充を図る。また、
民間事業者の実施するツ
アー等と連携することによ
り、市内への集客を図る。

観光振興課 【評価に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・新型コロナウイルス感染症の影響はあったものの、各種イベン
トの参加者が目標を達成した。

66 4

観光サイクリン
グ推進事業

３
・
や
や
遅
れ
て
い
る

自転車競技大会参加者数
・継続的に大会が開催され
るよう、また参加人数が増
えるよう引き続き関係団体
に要望する。

スポーツ振興課 【評価に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・新型コロナウイルス感染拡大防止策を講じながら大会を開催
（202２第1７回（春）加須タイムトライアル・ロードレース大
会（119人）、第６０回全日本学生選手権チーム・ロード・タイ
ムトライアル大会（116人）、第７回全日本学生選手権個人ロー
ドタイムトライアル自転車競技大会（171人）し、加須市のイ
メージアップ、大会のPR及び競技の普及が図ることができた
が、規模の縮小等をしたため目標値を下回った。

64 2

65



基本目標２　スポーツで元気な加須市　～スポーツを核とした交流人口の拡大～

施策４　全国大会等の支援

【数値目標】 【評価】は4段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）   

事務事業名

所　管　課

指標(単位) ( 人 )

年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度
令和7年度
（目標年）

目標
6,500人
1,380人

6,500人
1,410人

6,500人
1,440人

6,500人
1,470人

6,500人
1,500人

実績 中止
3,000人
459人

指標(単位) ( チーム／人 )

年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度
令和7年度
（目標年）

目標
250チーム
1,700人

250チーム
1,700人

250チーム
1,700人

250チーム
1,700人

250チーム
1,700人

実績 中止
183チーム
1,080人

指標(単位) （大会）

年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度
令和7年度
（目標年）

目標 14 14 14 14 14

実績 10 14

25 2

加須ふじの里駅
伝大会支援事業

３
・
や
や
遅
れ
て
い
る

スポーツ振興課 【評価に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・新型コロナウイルス感染拡大防止策として、参加者の人数制
限など規模を縮小して大会を開催したため目標値を下回った。

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等

加須ふじの里駅伝大会への参加チーム数
及び参加者数

・コロナ禍に対応した駅
伝大会のあり方などを検
討し、引き続き多くの方
が参加できる大会にす
る。

スポーツ振興課 【評価に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・新型コロナウイルス感染拡大防止策として、参加者の人数制
限など規模を縮小して大会を開催したため目標値を下回った。

評
価

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

・コロナ禍に対応したマ
ラソン大会のあり方など
を検討し、引き続き全国
から参加してもらえる大
会にする。
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スポーツ振興課 【評価に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・新型コロナウイルス感染拡大防止策として、規模の縮小等を
図り大会（トライアスロン2大会、自転車競技３大会、女子硬
式野球1大会、女子軟式野球1大会、クライミング１大会、ボク
シング４大会、マラソン大会1大会、駅伝大会1大会）を開催
し、加須市のイメージアップや大会のPR、競技の普及を図るこ
とができた。

26 3

全国大会等支援
事業

１
・
目
標
を
達
成

全国大会等の誘致数
・引き続き、関係団体と
協力し、大会を開催する
ことによって地域の活性
化を図っていく。また、
大会誘致に向けた取り組
みを進める。

24 1

こいのぼりマラ
ソン大会開催事
業 ４

・
大
幅
に
遅
れ
て
い
る

加須こいのぼりマラソン大会参加者数
及び市民の参加者数

No
No
３－１



基本目標２　スポーツで元気な加須市　～スポーツを核とした交流人口の拡大～

施策４　全国大会等の支援

【取組内容】 【評価】は4段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）   

事務事業名

所　管　課

指標(単位) ( 人 )

年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度
令和7年度
（目標年）

目標
6,500人
1,380人

6,500人
1,410人

6,500人
1,440人

6,500人
1,470人

6,500人
1,500人

実績 中止
3,000人
459人

指標(単位) ( チーム／人 )

年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度
令和7年度
（目標年）

目標
250チーム
1,700人

250チーム
1,700人

250チーム
1,700人

250チーム
1,700人

250チーム
1,700人

実績 中止
183チーム
1,080人

指標(単位) ( 人 )

年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度
令和7年度
（目標年）

目標 900 900 900 900 900

実績 736 784

指標(単位) ( 回 )

年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度
令和7年度
（目標年）

目標 2 2 2 2 2

実績 1 4

スポーツ振興課 【評価に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・新型コロナウイルス感染拡大防止策を講じながら予定していた
大会（202２彩の国トライアスロン加須大会inスペシャライズド
カップ兼埼玉県総合スポーツ大会トライアスロン競技大会（395
人）、･チームケンズカップ紅葉チャレンジトライアスロン・デュ
アスロンフェスティバルin加須大会（389人）が開催されたた
め、加須市のイメージアップ、大会のPR及び競技の普及が図るこ
とができた。

スポーツ振興課 【評価に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・新型コロナウイルス感染症対策を講じたうえで大会（関東高等
学校選抜大会埼玉県予選、国民体育大会選考会、全日本UJ大会選
考会、高等学校新人大会埼玉大会）が開催され、加須市のイメー
ジアップ、大会のPR及び競技の普及が図ることができた。

１
・
目
標
を
達
成

ボクシング大会等開催回数
・今後についても、市有
のボクシング設備等を活
用し、日本体育協会関東
ボクシング連盟等の主催
による大会開催などを支
援する。

分析を踏まえた改善点・
今後の取組内容等

【上段】成果・目標指標
【下段】評価の分析

加須こいのぼりマラソン大会参加者数
及び市民の参加者数

・コロナ禍に対応したマ
ラソン大会のあり方など
を検討し、引き続き全国
から参加してもらえる大
会にする。

【評価に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・新型コロナウイルス感染拡大防止策として、参加者の人数制限
など規模を縮小して大会を開催したため目標値を下回った。

３
・
や
や
遅
れ
て
い
る

加須ふじの里駅伝大会への参加チーム数
及び参加者数

・コロナ禍に対応した駅
伝大会のあり方などを検
討し、引き続き多くの方
が参加できる大会にす
る。

【評価に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・新型コロナウイルス感染拡大防止策として、参加者の人数制限
など規模を縮小して大会を開催したため目標値を下回った。

トライアスロン大会参加者数

２
・
概
ね
達
成

・全国規模の大会が継続
して誘致開催できるよう
開催団体と調整、協議を
行う。

67 1

こいのぼりマラ
ソン大会開催事
業

４
・
大
幅
に
遅
れ
て
い
る

No No
３－１

評
価

スポーツ振興課

加須ふじの里駅
伝大会支援事業

70 4

全国大会支援事
業

69 3

全国大会支援事
業

スポーツ振興課

第２次加須市スポーツ・レクリエーション推進計画　 進行管理調書（実施状況報告書）

68 2



事務事業名

所　管　課
分析を踏まえた改善点・

今後の取組内容等
【上段】成果・目標指標

【下段】評価の分析
No No

３－１

評
価

指標(単位)

年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度
令和7年度
（目標年）

目標 実施

実績 実施

指標(単位)

年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度
令和7年度
（目標年）

目標 実施

実績 実施

指標(単位)

年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度
令和7年度
（目標年）

目標 実施

実績 実施

指標(単位)

年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度
令和7年度
（目標年）

目標 実施 実施 実施 実施 実施

実績 実施 実施

指標(単位) （回）

年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度
令和7年度
（目標年）

目標 10

実績 21

オリンピック競技体験イベント

コロンビア共和国選手団との交流

スポーツ振興課 【評価に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】

・事業廃止

・事業廃止

・事業廃止

・事業廃止

75 9

オリンピック・
パラリンピック
関連事業

71 5

オリンピック・
パラリンピック
関連事業

スポーツ振興課 【評価に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】

聖火リレーの応援

コロンビア選手団の受入れ

74 8

オリンピック・
パラリンピック
関連事業

スポーツ振興課 【評価に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】

スポーツ振興課 【評価に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】
・市内ローラースポーツ団体と連携し、新たにスポーツ教室を開
催するとともに、同団体が実施するスクールなどの活動支援を
行った。

２
・
概
ね
達
成

スケートボード教室の実施
・オリンピック・パラリ
ンピック関連事業の廃止
により、ローラースポー
ツの推進は、スポーツ教
室等開催事業で進行管理
を行う。

スポーツ振興課 【評価に関する決算年度の取組内容及び評価に対する分析】

73 7

オリンピック・
パラリンピック
関連事業

72 6

オリンピック・
パラリンピック
関連事業


